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第１回　LGBTは「いない」のではなく「見えていない」

一般社団法人
fair代表理事

松岡 宗嗣

　

２
０
１
９
年
５
月
「
パ
ワ
ハ
ラ
防

止
法
（
改
正
労
働
施
策
総
合
推
進

法
）」
が
成
立
。
す
べ
て
の
事
業
者

に
〝
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
〞
の
防

止
対
策
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
い
う
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
は
「
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
ハ

ラ
」「
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
」
が
含
ま
れ

た
こ
と
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

い
ず
れ
も
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」
と
呼
ば

れ
る
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
関
す
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
を
表
す
言
葉
で

す
。
こ
の
連
載
で
は
、
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
を
取
り
巻
く
環
境
や
、
職
場

や
個
人
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

◇

　

「
う
ち
の
職
場
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
は
い

な
い
」
未
だ
こ
う
し
た
認
識
を
持
っ

て
い
る
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
も
そ
も
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」
と
は
、

レ
ズ
ビ
ア
ン
（
女
性
同
性
愛
者
）、

ゲ
イ
（
男
性
同
性
愛
者
）、
バ
イ
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
（
両
性
愛
者
）、
ト
ラ

ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
生
ま
れ
た
時
に

割
り
当
て
ら
れ
た
性
別
と
は
異
な
る

性
を
自
認
す
る
人
）
の
頭
文
字
か
ら

と
っ
た
言
葉
で
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
の
総
称
の
一
つ
と
し
て
も
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
近
年
は
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
」
や
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
」
と
言
わ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

困
難
抱
え
る

　

昨
年
公
開
さ
れ
た
厚
生
労
働
省
委

託
の
職
場
実
態
調
査
で
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
で
は
な
い
人
の
う
ち
、
世
の
中
に

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
々
が
い
る

こ
と
は
９
割
以
上
が
「
知
っ
て
い

る
」
と
答
え
て
い
ま
す
。「
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
」
と
い
う
言
葉
の
認
知
度
も
６
割

超
と
社
会
の
変
化
を
感
じ
る
一
方

で
、
社
内
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
当
事
者
が

い
る
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、

「
い
な
い
と
思
う
」「
わ
か
ら
な

い
」
が
約
７
割
と
多
数
で
し
た
。

　

そ
れ
も
当
然
で
、
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
当
事
者
の
う
ち
、
職
場
で
カ

ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
て
い
る
人
は
た
っ

た
１
割
前
後
。
ほ
と
ん
ど
の
人
は
職

場
で
自
身
の
性
の
あ
り
方
に
つ
い
て

伝
え
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
そ
こ
に

は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
半
数
程
度
が
職
場

で
困
難
を
抱
え
て
お
り
、
カ
ミ
ン
グ

ア
ウ
ト
で
き
な
い
、
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ

ト
す
る
と
不
利
益
を
受
け
て
し
ま
う

社
会
の
現
状
が
見
え
て
き
ま
す
。

差
別
根
強
く

　

こ
の
よ
う
に
、
実
は
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
は
「
い
な
い
」
の
で
は
な
く

「
見
え
て
い
な
い
」
と
い
う
の
が
実

態
で
す
。「
性
の
あ
り
方
」
を
め
ぐ

る
差
別
や
偏
見
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は

根
強
く
残
っ
て
お
り
、
悪
意
の
あ
る

明
ら
か
な
差
別
だ
け
で
な
く
、
無
意

識
の
う
ち
に
、
悪
気
な
く
発
せ
ら
れ

た
言
葉
が
当
事
者
を
傷
つ
け
、
追
い

や
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
（
図
）。

　

「
う
ち
の
職
場
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
は
い

な
い
」
の
で
は
な
く
、
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
は
自
分
の
友
人
や
同
僚
、
家

族
な
ど
、
ど
こ
に
で
も
い
る
可
能
性

が
あ
り
、〝
見
え
て
い
な
い
〞
の
だ

と
い
う
前
提
に
立
っ
て
、
日
々
の
自

身
の
言
動
を
振
り
返
っ
て
み
て
い
た

だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。
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図 　当事者が職場で「同性愛やトランスジ
ェンダーをネタにした冗談、からかい」
を見聞きしたことがある

三菱UFJリサーチ＆コンサルティング「令和元年度職場
におけるダイバーシティ推進事業（労働者アンケート調
査）」（厚生労働省委託事業）令和２年３月より

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

医
療
・
職
場
の

医
療
・
職
場
の

あ
り
の
ま
ま
の
自
分
で

あ
り
の
ま
ま
の
自
分
で

４ ．歯周病の重症化予防として新設された歯周病重症化予防治療（Ｐ重防）は、未だに診
療現場で混乱が起きている。早急に通知や疑義解釈での明確化や周知徹底を求めるとと
もに、臨床現場に合った簡素な体系に改めること。
【要望理由】　新設されたＰ重防は具体的な治療の流れなど不明な点が多い。告示時点
（３月５日）でも治療指針が公表されていないなど、拙速な導入であったことから、診療
現場で混乱が起きている。Ｐ重防と歯周基本治療や歯周外科との関係、３カ月メンテナン
スを基本とするＰ重防とSPTとの相互移行期間中の急性症状への対応などが不明確で、複
雑になりすぎている。特に、軽症例でも毎月メンテナンスを行えるSPTⅡとの関連で矛盾
が生じる。後段でも述べるが、一物二価のSPTⅡとSPTⅠの関係も再考願いたい。
　上記を踏まえた上で、当面存続するのであれば、Ｐ重防とSPTの算定要件にアタッチメ
ントロスや骨吸収に配慮し、例えば下記のように改変することで、相互移行の際の混乱を
最小限に止めること。

５ ．歯科用金属の価格変動に伴う随時改定について、現行「５％以上の増減」の基準を見
直すとともに、公示価格の算出方法などのルールを公開すること。
【要望理由】現在、歯科用金属にかかる随時改定は直近（前回）の価格の５％以上の増減
を基準にしている。そのため、直近の元値が上昇するほど、改定に必要な基準価も上昇す
る。また、歯科医院が購入するのは市場価格である。市場価格が上昇しても改定されない
という実感との乖離が進んでいる。これは、随時改定Ⅱ（±15％基準）を導入しても解消
されない。現行基準を抜本的に見直すとともに、現行の公示価格の算出方法についても非
公開で不透明であり、ルールを公開すべきである。

【具体的な通知の改変案（現行通知に下線部を追加する）】
●Ｐ重防： 歯周ポケットが４ミリメートル未満の患者（アタッチメントロスが４ミリ

メートル以上または骨吸収が歯根長の３分の１以上を有する場合を除く）
●ＳＰＴ： ４ミリメートル以上の歯周ポケットを有するものまたは４ミリメートル以

上のアタッチメントロスもしくは骨吸収が歯根長の３分の１以上を有する
もの

2020年歯科診療報酬改定にかかる改善および
2022年歯科診療報酬改定に向けた改善要望②

病院は必死の経営努力　　　　　

低医療費政策見直しを

本
田
氏
の
著
書
が
発
売

第
１
回
保
団
連
代
議
員
会

大阪市北部・北大阪地区

玉
川
理
事
ら
が
発
言

長谷川氏がエンドを解説

―
―
公
立
病
院
に
比
べ
て
民

間
病
院
が
コ
ロ
ナ
患
者
を
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
背
景
に
は

何
が
あ
る
か
。

　

民
間
病
院
が
コ
ロ
ナ
患
者

を
受
け
入
れ
よ
う
と
思
え

ば
、
感
染
対
策
費
用
や
診
療

体
制
の
見
直
し
な
ど
、
経
営

リ
ス
ク
を
無
視
で
き
な
い
か

ら
だ
。

　

多
く
の
民
間
病
院
は
人
員

配
置
上
、
必
死
の
経
営
努
力

を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
２
０

１
６
年
度
、
一
般
病
院
の
損

益
差
額
率
は
平
均
で
プ
ラ
ス

１
・
８
％
に
す
ぎ
な
い
。
公

立
病
院
の
場
合
は
、
マ
イ
ナ

ス
13
・
７
％
だ
が
、
民
間
と

違
っ
て
自
治
体
か
ら
の
繰
り

入
れ
で
赤
字
幅
を
縮
少
し
て

い
る
（
図
）。

　

公
立
病
院
に
繰
り
入
れ
を

す
る
の
は
、
採
算
を
度
外
視

し
て
で
も
住
民
に
医
療
を
保

障
す
る
責
任
が
あ
る
た
め

だ
。

　

日
本
は
公
立
病
院
が
少
な

い
分
、
民
間
病
院
と
役
割
分

担
し
て
日
本
の
医
療
を
支
え

て
き
た
と
い
え
る
。
コ
ロ
ナ

禍
で
も
、
コ
ロ
ナ
患
者
を
受

け
入
れ
た
公
立
病
院
に
代
わ

っ
て
、
民
間
病
院
が
患
者
の

受
け
皿
と
な
っ
て
い
る
。
両

者
が
一
体
と
な
っ
て
地
域
の

医
療
を
支
え
て
い
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

―
―
公
的
・
民
間
病
院
の
経

営
が
厳
し
い
の
は
な
ぜ
か
。

　

日
本
政
府
が
医
療
費
抑
制

政
策
を
続
け
て
き
た
か
ら

だ
。
日
本
の
医
療
費
は
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
で
み
れ
ば
、
諸
外
国
と

比
べ
て
少
な
す
ぎ
る
。
中
で

も
、
主
に
病
院
ス
タ
ッ
フ
の

人
件
費
に
あ
た
る
診
療
報
酬

は
長
年
に
わ
た
っ
て
低
く
抑

え
て
き
た
。
手
術
代
金
や
入

院
料
は
世
界
で
最
低
ク
ラ
ス

だ
。
胃
カ
メ
ラ
の
報
酬
の
場

合
、
日
本
は
ド
イ
ツ
の
３
分

の
１
、
ア
メ
リ
カ
の
７
分
の

１
だ
。
盲
腸
の
手
術
費
用
を

都
市
別
で
比
較
す
る
と
、
東

京
は
最
も
高
い
都
市
ジ
ュ
ネ

ー
ブ
の
７
分
の
１
に
過
ぎ
な

い
。
こ
れ
で
は
赤
字
に
な
っ

て
当
た
り
前
だ
。

　

診
療
報
酬
が
低
い
こ
と
が

医
師
の
働
き
方
に
も
影
響
す

る
。
日
本
の
１
回
あ
た
り
の

診
察
料
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均

の
半
分
以
下
だ
が
、
国
民
の

一
人
当
た
り
の
年
間
の
受
診

回
数
は
一
番
多
い
。
経
営
の

た
め
に
は
「
薄
利
多
売
」
で

診
察
せ
ざ
る
を
得
ず
、
医
師

の
多
忙
化
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
病
床
が
逼
迫

す
る
現
状
を
作
っ
た
犯
人
は

政
府
だ
と
い
う
こ
と
を
声
を

大
に
し
て
言
い
た
い
。
問
わ

　

第
１
回
保
団
連
代
議
員
会

が
昨
年
１
月
31
日
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ

対
応
で
開
か
れ
、
大
阪
歯
科

か
ら
は
冨
本
昌
之
副
理
事
長

玉
川
尚
美
、
平
尾
清
司
の
各

理
事
が
発
言
し
た
。

　

玉
川
理
事
は
口
頭
発
言

で
、
11
月
１
日
に
再
び
否
決

さ
れ
た
「
大
阪
都
構
想
」
の

賛
否
を
問
う
住
民
投
票
で
の

取
り
組
み
を
報
告
。
理
事
会

で
の
学
習
・
討
議
を
確
信

に
、
大
阪
市
内
１
４
０
０
人

の
会
員
を
対
象
に
、
役
員
・

事
務
局
が
診
療
所
訪
問
と
電

話
で
の
対
話
を
広
げ
な
が

ら
、
連
日
の
街
頭
宣
伝
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
を
紹
介
し

た
。
保
団
連
や
各
地
の
協
会

か
ら
多
大
な
支
援
を
受
け
た

こ
と
に
敬
意
を
表
し
た
。

　

文
書
発
言
で
は
、「
コ
ロ

ナ
禍
で
患
者
負
担
増
な
ん
て

と
ん
で
も
な
い
！
ス
ト
ッ

プ
！
負
担
増
署
名
を
力
に
後

期
高
齢
者
の
２
割
負
担
化
阻

止
を
」（
玉
川
）、「
診
療
報

酬
の
改
善
は
、
基
礎
的
技
術

　大阪市北部地区・北
大阪地区は１月30日、
オンライン併用講習会
『エンド由来歯痛詳説
―歯内療法一筋40年で
知り得たこと』をＭ＆
Ｄホールで共催し、会

場とWEBで87人が受講した。元・兵
庫医科大学歯科口腔外科学講座講師の
長谷川誠実氏が講師を務めた（写
真）。長谷川氏は医原性、非歯原性由
来の歯痛について原因事例を紹介し、
根幹治療の原点、歯痛特性を中心に解
説した。 （箕面市・久保隆夫）

料
の
引
き
上
げ
を
軸
に
、
コ

ス
ト
に
見
合
っ
た
正
当
な
評

価
と
補
綴
物
の
安
定
供
給
、

施
設
基
準
に
よ
る
差
別
と
分

断
の
撤
廃
・
再
構
築
で
」

（
平
尾
）、「
コ
ロ
ナ
禍
で
の

医
院
経
営
実
態
の
把
握
と
会

員
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
を

強
化
す
る
活
動
」（
冨
本
）

に
つ
い
て
協
会
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
た
。

れ
て
い
る
の
は
政
治
の
姿
勢

だ
。
医
師
養
成
を
は
じ
め
、

抜
本
的
な
人
員
増
と
診
療
報

酬
の
引
き
上
げ
な
ど
、
長
年

の
医
療
抑
制
政
策
を
見
直
す

こ
と
が
必
要
だ
。

 

（
お
わ
り
）

本田宏氏
インタビュー

㊦

新型コロナの
病床ひっ迫

どうみる

　

本
田
宏
氏
の
新
著
『
日
本
の
医
療
崩
壊
を
く
い
止
め
る
： 

コ
ロ
ナ
禍
の
医
療
現
場
か
ら
の
警
鐘
と
提
言
』
が
２
月
に
発

売
さ
れ
た
。
な
ぜ
病
床
数
を
増
や
せ
な
い
の
か
な
ど
、
新
型

コ
ロ
ナ
禍
で
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
日
本
医
療
の
根
本
的
問
題
を

豊
富
な
デ
ー
タ
で
解
き
明
か
す
。
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一般病院 損益差額率および税引後利益率
（集計１・2016年度）　　　　　　

出典：「医療経済実態調査」（病院・診療所）の分析と考察
　 　日医総研ワーキングペーパー．平成29年12月 前田由美子
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